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横手市金沢所在の金沢柵(現在の金沢公園)は、古くから史上で名高い後三年の役

( 1 0 8 7年)の戦場とし顕彰された遺跡で、県内でも重要左遺跡の一つであ bまし

て、文化財保護委員会で庄祝しているところであ bます口

県教育委員会では、横手市教育委員会、金沢柵顕彰会関係者の強い要請によ b、共

催で第一次予備調査を昭和 3 9年 8月K、第二次発掘調査を昭和 40年 7月、第三次

発掘調査を昭和 4 1年 7月、それぞれ実施した口

発掘調査の目的は、後三年の役時代の遺構を発見するととで、通称本丸、北の丸、

の丸を中心に発掘を行在ったところ建物跡や、出土品 Vてないて平安J坊のものがみつ

か夕、*~&跡遺跡の時代的性格が明らかに左ってきた口

この三三回にわたる調査では、最終的K金沢1;/1&跡と断定できるきめ手は把あくでき左

かったが、柵跡としての推定が成 bたつようになったととは、大きな収穫であったと

云えよう。との報告書はしたがって中間的なものであ夕、今後の継続調査を期待し左

ければなら左いが、一応のまとめとして研究者の資料と左れば幸であります口

また、発掘を担当された岩手大学教授板橋源氏、秋田県文化財専門委員 奈良修介

氏、岩手大学技官佐々木博康氏をはじめ関係者各位 K紙上をか Dて深く感謝の意を表

するものであ bます。

昭和 4 2年 3月

秋田県教育庁社会教育課長 石川哲
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発掘調査に w たるまでの経過

1 地形概観

後三年の役の最後の決戦場として、史上に著名な金沢柵は伏市県横手市金沢町にあるー丘陵である

と、かなり古くから伝えられていて、兵説は今までのととろまった〈在い口
註 1

ζの丘陵は北高約 91メートノレもあれか左 b急、u段左地形である口 ζの頂上に立てば、いわゆる平

1 鹿、仙北二郡の平野を一望するととができる形勝の地で司もある口丘陵の東驚から北麓にわたって尉111

がめぐり、急涯を在しているら西万と南万(rC(ri、はるかK西沼、蛭諜(ひるも)沼 m 御所野沼・天狗

沼左ど大小多数の沼沢をひかえ、‘やは b急、涯を在して低湿沼沢地Kのぞんでいる口

(第 1.2.3.4.図〉町西と南Kは、はるか西沼蛭藻(ひるも)沼。御所野沼、天狗沼左ど大小多数の沼

沢をひかえ、やはり急涯をなして臨んでいる口

2 研究史の概要
荘 2 荘 3

詳細な旅行観察記録をのこした博識左菅江真澄の「月之出羽路」 近藤重記の「出羽国風土略記」

一 証4 荘

というような旧藩時代の地方文献のみ左らず、水戸の「大日本史」、 村岡良弼の「大日本地理志特1

などという中央にかける文献にも、 ζの地が金沢柵であると記述されていて、今告でわ主とろ他{モ金沢

証 6
柵跡擬定地としては呉説はないのである口 明治以降、との地万の人士によっても研究がなされてい

る白たとえば、戎谷(えびすや 1南山、伊藤耕儀翁によヲて深められ、それらの成果は深沢多市によ

って「秋田県史蹟調査報告第一韓、金沢柵祉と県社八幡神社J(昭和7年 12月発行〉に集大成され

ー-7d託8 主;るにいたった口戎谷南wと伊藤耕臣会羽 の功棋は仇することはできないのであるq 両氏の顕彰碑が

いま本丸跡に建っている口

深沢多市の報告書が公干りされると、 ζの報告書は大類伸。鳥羽正雄両氏cvi日本城郭史.J( 1 7 0 

........2頁白昭和 11年〉や、富山房の「国史辞典J(第2巻 614頁。昭和 15年。上回三平執筆〉に

荘?
も引用されて今日にいたっている。

3 地積

以上のほかに車保八年 (1723)4月の央蓄のある白維と号する人の略地図、寛政ろ年(1 7 9 

在 10
1 ) 2月4日の央署:ある信軒先生 と称された人の見取図などが金沢町田町の本間四郎家に所蔵されー

ていて、ゴ与がよその柵域が想定されてきていたのであるロそれを現行の地積で表示すると、

-1ー



大 炉づL一守 rづム一ー， 土色 番 実測面積

金沢中野 岩辺操 3. 4 山林 9.反1201 

11 11 2. 11 2. 905 

金 沢 安本館 5. 6. 1 0 
11 31. 525 

1 1 

1/ 11 9ノ1 1/ 23. 71 5 

1/ 11 4 f土地 8. 11 6 

11 11 2. 3. 止田 2. 81 4 

/1 11 7ノ2、 9ノ2 81 0 

11 /1 7ノ1 11 1文 500

金沢中野|金洗沢 2 /1 32. 905 

11 11 1 0 11 1 2. 905 

/1 /1 3. 5. 6. 
/1 78. 31 0 

7. 8. 

/1 八 幡平 2. 11 26. 21 5 

11 根小屋 1 6 9. 1 7 5 rノ 3. 31 0 

11 沢小路 2. 3. 
!! 33. 31 0 

11 4. 

/1 権五郎塚 2ノ1 !I 1 2. 5251 

11 11 2ノ2. 5ノ1
公園 1 5. 81 0 

/1 5ノ2

11 !! 5ノろ 山林

11 小井戸沢 2. 五 4. 
/1 45. 000 

fI 5. 6. 

11 岩瀬沢 3. 4. 5. /1 131. 620 

!! 11 溜池 81 0 

以 上 柵 跡、 計

一

( I~火田県史蹟調査報告第一輯J 1 1頁〉のどとく広大在地域Vてわたヲている口

但し、前掲表の地積Vとは砥閣寺地区が含まれていない。現存地形から考えると、 ζの丘陵の東北から

北鑑をめぐっている厨)11 (f[かとみこまれる地域一帯を遺跡とみ在すのが至当なようであるし、そうであ

る円
一.....，.2--



とすれば祇園寺地区も当然とのうちK包括されることになるつ

県調査報告第一輯所収の「烏撒図Jは「約 15 0 0分の 1Jで大正 i4年調査のものであるが、 ζれ

には「史蹟地区大字金沢中野字権五郎塚二番ノー外六一議、実測面積六拾町参反五畝壱歩の実測図に

{衣るJと註記しであるoJ

昭和 14年 4月から開始し同 17年 12月に完成した村田泰助氏の「仙北君IJ金沢町大宇中野字権五郎

喝さ巳番ノ壱外六拾壱筆史蹟地区剣Ij図J(三千分の一、渡部耕三氏所有)にも「実測面積六拾l可参反

五畝壱歩Jとあり、大正 14年の実視Ij調査と昭和 17年 12月完成の実測の結果は両者一致している。

それで、遺跡の地積は前掲表の 49町余とみなすよ bも60町余とみなす万が穏当のように思う。

ただい遺跡の地積問題K関して気にかかることが一つあるつ

それは金沢相~l誌といわれている丘陵附近の水田から柱脚が発見されてかり、乙の柱脚の仕上げ手法は

払田柵、城輪柵、胆沢城跡、千恵丹城跡などで発掘された柵木ときわめて似ているのであるが、柱脚を

出土する遺跡はいかなる性格のものであるのか、それは金沢柵と関係があるのか無いのか、そういっ

た ζとが全く不明であるからである。

参考までに、いままでに知られている柱仰について列記して沿〈。

(1 ) 金沢町字中谷地一番地水田出土柱脚

がつきざわ 荘 11
これが発見された経緯は「林沢歳時記jvcかなり詳細にのべられである口この菩は非売品であ D

発行部数も僅少であったらし〈、なかなか閲覧できないので、こ ζに引用してみよう口

「昭和 5年冬 11月、山田斎兵衛氏の小作人が、田に誘水路を造るため、 45人で工事K従事、従

来とかく邪魔で仕方なかヲた埋没角材c除去に努力した口始めは斧で同1j_fJどうやら動きそうになっ

たので、更にふ 3の助力を得て全剛力で抜きあげたのが今回の楠木であったロそれを磁に引上げ

て乾いたら薪にしゃうとしてる由を開き込んだ戎谷翁が、墾望して点検すると、高さ二尺五寸の角

くりあと

材、四万幅一尺九寸、上部一万に事Ij跡がある。(中略〉底部も、四面も平安時代の小型斧跡が鋭利

に残つであるo (中略)こりキ砂kと共に柵木の傍から同時K発掘されたのは、万六寸角材の断片で

ある「 ζれは柵沢の支柱であろうという、本羽田沢の底辺には育砂利が、グノレリと紘らされ、糊未を

緊縛したらしい木天琴(またたび)か、葡萄蔓らしい蔓材が絡らみついてあったとの事である口 J

( 651頁)

この柱脚は、薄葉篤蔵氏(横手市立横手北小学校長)の談話によれば、須恵器とともに出土した

というし、大正 5-----6年どろにも同所付近で経 1尺 2'"'-'3寸、長さ 1丈 2尺ほどの円柱が出土した

ととがあヲたという。

昭和5年出土の柱脚は現在八幡神社K保管されてあるが、永いうちに割れたり目途穴が欠損した

bしている。前記の記事(rcよって形状や寸法がわかるのは幸いである円 「害Ij跡」とは目途穴K相違

ない。
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出土地は金沢楠跡の北鐙を流れている厨川を北に越えさらに中の白川を北K越えた約 25 0 0メ

ートノレ北方の水田である口
やきr

(2) 金沢中野字上矢来沢 38 1香水田出土柱帥

これは現在横手市金沢支所t't:保管してある。その発掘経緯は福田久四郎氏K よって「金沢柵託λ

在 12
棚木発掘地点説明図J として忠実に記録されてある口寺帯した未刊であるので、ことに引用して

たく。

「楠木発掘状況

昭和 35年 11月末頃、横手市金沢中野字上矢来沢 42番農竹原金三郎氏が、、上矢来沢 381

番の自己水田を暗渠排水工事中、一反歩田の略中央K当って、地下約 15.6センチの処で、直径約

6 0センチ程の一本b楠木Kっき当り、そのままでは引き上げ困難の為、斧で卦割して漸く引き上

げたといっている。(長男喜ーと二人で)。

私(福田久四郎)がこれを知ったのは翌年6月22日で、早速竹原氏宅K行って見ると、柵木は

自宅t't:.i霊ばれて乾燥次第風呂の薪にしたといって、約 4分の 1位しか残ってい左かった。 ζれを貰

い受けて保存すると共V亡、同年 11月4日発掘地点を中心K倹土機で周辺をポーリングして見たが

何の手掛りも得られなかった。

昭和 39年 5月5日、横手市社会教育課が中心となって、後三年史蹟顕彰会、横手市郷土史編纂

委員会、横手高校考古班等の協力を得て、約 30人で同地の一反歩回全面を一メートノレ間隔Kポー

リングして見たが、 ζの日も何等の手答えも得られなかった。

現在残っているものは写真のように略三本となっているが、内二本Kは底部から約 16センチの

高さの所K縦横ほほ 10センチ前後の穴がある。楠木の高さは約 70センチ、底部は小斧の切b土止

がはヲきり残っているロ年輪から見て、約 2百年に近い杉材で、もとは直径 60セY チ位のものだ

ったと思うロ J

薄葉篤蔵氏の話Kよれば、とのとき須恵器破片が伴出したという口 ζの出土地は盆沢柵跡本丸か

ら直線距離Kして約 1600メートル南西の水吊であって、暗渠排水をし子よければならないととろ

をみると低混在所であるの

(3) 金沢町柳原出土柱脚

ζの柱は現在ど ζに保管されてあるのか、それともまた消失したの沙、その行衛は未詳であるが

ニ:13
福田久四郎氏が昭和 31年 10月10臼現在で作製した「旧イ山北郡金沢町郷土史地図T -(fC記載さ

れである。

出土地は金沢柵跡本丸から北西 1800メートノレの水市である口

何) 下境字斎藤小屋九ノ四出土柱脚

佐川良視氏の談話によれば昭和 39年の 3月か 4月t't:日高謙治郎氏の水田から出土したもので、
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長さ 7尺 1寸、周閉 6尺 3寸の丸材で、底音Mミら 1尺のところに目途穴があるD 材質は杉。これと

同時に栗の板材も出土し、これは長さ 5尺 4寸 5分、厚さ 6分、幅 1尺 4寸。

出土地点は金沢柵跡本丸から西南約 6キロの水田である η

以上のほか品JlIの南岸よ 91 0 0メートノレか 150メートノレの所でも杉村らしいものが出土し、

土地では「ねぎJ(寝木ヵ〉といヲているという口言葉からみると横になっているものらしい。ま

た薄葉篤蔵氏(横手市立横手北小学校長)の談話によれば、(山南村寺田、イ山町J:f議官の蹴

うオヲモい
旧朝倉村上台(現横手市内〉などからも楠木が出土しているという。

前掲の(1)、(2)、(3).. 何λ のすべてについて、まだ発掘調査をしていないので、とのよう左柱仰を・ 4

もヲ遺跡は、はたして金沢楠跡と関連があるのか、どう治サミ詳であるので、金沢柵跡の地積につい

ても確雷いたしかねるのである。さきに 60町歩余といったのは、いまのととろ一つの想定にすぎ

在いのである。

発掘調査の経過概要

1 第一次予備調査

前述してきたことは、土地の伝承とか現在地形や古絵図、古記録などから考定されたものでφって

明確左遺構j'j~発見されたというよう在積樫的左明証がないまま今日にいたっているので岳るq

そ ζで、昭和 39年 8月5. 6. Z の 3日間Vζ わたD横手市教育委員会の企画によ D、予備調査

として本丸と称されている地包を奈良修介、豊島昂が発掘したとこる、多数の柱穴が発見さ凡その

うちには、かな P大きな柱穴の密集している場所もあ D重要な遺跡と忠われるにいたった。

2 第二次弼癌調査

前記予備調査の成果によれ翌年左記要項による調査が実施された0

1. 発掘調査の主体

秋田県教育委員会

横手市教育委員会

後三年史跡:顕彰会

2. 期日

昭和 40年 7月22日工 !J8月2日までの 12日間
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3. 発掘場所

本丸跡
3 0アーノレ

北ノ丸跡 1 0"7ーノレ

4. 担当調査員

秋田県文化財専門委員 奈 良 修 介

岩手大学教授 板 橋 源

秋田大学教授 当主 田 市 太 郎

元金沢公民館長 子回一昌 回 久四郎

横手高校教論 国 7，ムZーご・ 寛

[~巣農林高校教諭 富 樫 泰 時

敬愛高校教諭 鍋 倉 勝 夫

横手工業高校教諭 架 谷 秀 雄

回 幸 一
藤 村 貝

事務担当

県教委文化係長 加賀谷 辰 雄

県教委社教主事 士口と ]11 欣

同 佐々木 7青

市教委社数百~I~長 小助川 猛

市教委社教主事 松 本 史 朗

同 {手 藤 正 男

市役所金沢支所長 伊 藤 金之助

以上のほか県立横手高校、県立横手工業高校、市立鳳中学、県立秋田北高校、市立金沢中学、市立

横手一中等の生徒諸君多数の援助をうけた口なが地元婦人会の奉仕をいただいた。ととvc:謝意:を申

しむべます。

成果Vてついては項をあらため一括してのべる ζ ととする口

3 第三次発掘調査

説二次発掘にひきつづき翌年また左記要項Vてよ b第三次の調査が実施された。

1. 発掘調査の主体

第 2次氏同じ
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2. 期 日

昭和 41年 7月25日よ JJ8月 3日までの 10日間

3. 発掘場所

本丸跡
計 5 0アーノレ

西の丸跡 3 0アーノレ

4. 担当調査員

秋田県文化財専門委員 メノi丈、 良 修 介

岩手大学教授 板 橋 源

岩手大学文部技官 佐々木 f専 康

横手高校教諭 国 京r-L-. 寛

!日巣農林高校教諭 富 樫 若手 時

敬愛高校教諭 鍋 局〉也、 勝 夫

横手工業高校助手 藤 村 エ~

羽後町軽井沢小学校教諭 永 瀬 干，_畠 男

岩手町水堀中学校教諭 木 村 幸 i~口~ 

事務担当

県教委社教主事 加賀谷 辰 土佐

同 τ口士= ) 11 欣

市教委社教課長 小助川 猛

市役所金沢支所長 伊 藤 金之助

以上のほか県立横手高校、県立横手工業高校、県立六郷高校沿よび市立鳳中学校、横手一中、金沢中

町学校等の男女生徒多数の援助をうけた口な台地元婦人会の奉仕をいただいた。 ζ 乙に謝意を表するo

成果については項をあらため一括してのべることとする。

調査の成果

1 本丸西南隅地区(第5・6図〉

「南山戎谷君寿蔵碑J(IC向って右手の路をのぼれば本丸にいたる。本丸にのぼD切ったすぐ左手で

第 5図のごとき掘立式柱脚のホ 1)カタが現地表下約 30センチで、軟質凝灰岩の岩盤(IC発見された。

ホリカタの形状は次表のどとく大きいが、その配置は不整で、ある。しかし約 8尺 2寸×約 6尺 3寸の
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~当初の 4 隅の柱師、である。

A 約 3尺 o x 約 5尺 5

;

-

i

 

H

目

!?f

A 2 u 2 D 5 x "2. 5 u 1 0 7 

C 2 u 4 • 0 x u 3・0 1/ 2 0 7 

c 3 " 3 • 5 x u 2 国 5 u 2・o 3 

BとC1のホリカタは別個の建物跡、の柱跡、であろう白

頑丈左4本の掘立式柱抑をもって支えられ:fr.乙の遺構はねではなかろうか。棺といっても、いままで

許 14
K知られている徳丹城跡の柵F路軍K沿った穏 とは柱数が異走れ従って構造も多少異ヲている。

註 15
むしろ中世の文献 にみえている井楼(せいろううというものの構造K似ている。

井楼は敵情偵察のために必要なとき適宜の場所K短時間で建設し兵を登らせる建造物である。もと

もと E材を井桁K高〈組むので井楼というのであるそうだが、城楼という文字をあてる場合も「ぜい

ろうJとよんだらしい口谷川士清 (1707-76)の「倭ヨ11突J(1[ iぜいろう、兵家Kいふは城楼 e

と書:れ柏な bといへtJJ C中編 12 Jとみえている口 「栖楼Jとか「棲楼」の文字をあてでもとも

(i[iせいろうJであるく「能島家伝J)白

井楼V亡は車井楼、松井楼、釣井楼など構造上いろいろ種類があった。書併楼は「巣車」の文字をあ

てる場合があってもやは!JiヲbせいろうJとよんだらしい。寺島良安の「倭漠三才図会略J(通称

「和漢三才図会J(正徳二年、 1712年の自序あり )vc
つりせいろう(ママ)

「巣車 、 正七去釣井楼、 (中略〉按、巣車即、釣井楼也、其制不一、有車井楼、櫓井楼等之

呉、皆令人登、窺敵陣之機也Jとみえているからである。

さて、井楼は中世の又献にみえているとのべてかいたが、そして管見の恥よぶ限Dにかいては、・古

代の文献にみるたらないのであるが、中固にないては「史記Jや「漢書JIj亡すでに「井幹楼Jという

許 16
のがみえていて「井桁のように組上げた楼J と解釈されているので、そうであればわが国の井楼と

中国の井幹楼とは、その構造上にたいてまとと K近似しているので、あるいは井楼は井幹楼にその系

譜がつながるのであるかも知れない。又は別V亡、ぎりぎPの極限的必至条件K遭遇するととの多い戦

闘経険から、わが国V亡沿いても、独自 K考案されたのであったかも知れない。いずれにもせよ、文献

の上では井楼は中世以降の文献にしかみえてい在いが、平安朝期にもありうるとみても差支えあるま

~/")o 

そ ζで、中世以降の文献ではあるが、それらKみえている井楼の築造法とか、その構造きとみると「
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セイロウアアグノレハ、先スソパカリに柱ヲふんばらぜ、ツヨク立也。一重るぐるはサマ(板橋設、サ

マとは狭間。塀壁とか櫓には外景を望見したり、矢や弾丸をうち出すための小窓を設けてbる白その

ことであろう。)を下ιて切て、面ノ万ヲ先、トク上ベキ也。一重の時もよへるげ、かさねるように

柱の心立をしてあぐるなり。又夜中氏めぐるがよき也。敵へ近くるぐる時、如此。昼は敵見スカシ矢

ア射、めげにくき也。面に矢アふぜぐ用意、をしてるぐる也ロ此時ノたてこしらへょう可在之J( r築

城記J0 新校群書類従第 18巻 369頁)0 r寄せ衆之内、大ぜいろう被上候ば、備前の武州、i殿、大

坂天満八筒屋の前川中に、一夜の内K五重のせいろう上げられ候。大坂町を見落(板橋註、見台ろし〉

し侯様((L被成{民事、其ぜいろうより内の携の間は 24 ，5間程ならではなく候J( r長沢九郎兵衛問

改定史籍集覧第 16冊 53頁)などとあるよう V亡、戦機vc応じて迅速に建設するものであったら

しい。

日ピ享司の結城落城をのべである条に「清万持朝千葉土岐等が陣む前には、十鈴丈の井楼を二重三

重に組上たり J(改定史籍集賢第十二冊 744頁〉とみえているが、井楼の高さは果して十余丈もあ

ったのであろうか。誇張のように忠、われる。

近世V亡在ってからのととであるが草学者山鹿素行は「井櫓の事。下にてことどとく乙しらへ、後に

押立る也。長き柱 4本、ぬきを胤き、板をしき、ねだUて用l.!玉、さて押立て、其後敵まへのかたり地き

はより上まで板をうち、のぼり下りの敵より見えざるどとくいたすなり口 其の後しき板のやねを致

すを 90 (中略)下にて描の板をかしたつるを吉とする左九 に釣井楼は厚板

vcて一人入ほどの霜をさし、さま(板橋註、狭間)をあけ、上の万に綱をつけ、帆柱の如〈なる木の

先を帆柱のせみ口のごとく致、この箱の綱をとほし、城む壁ぎは又は築山よ b城内をみるなtJJ (武

教全書下67 )と記しである。以上は城外から城内を偵察する場合の井檎一般のつく D万と釣井櫓の

構造をのべたものである。釣井楼Vとついては「和漢三才図会Jも、山鹿素行とほぼ同様な記述をして

あるが「箱Jのことを「屋jと仰い[その屋、万 4尺高 5尺、生牛皮をもって ζれをつつみ、もって

矢石を禦ぎ、人をして屋中((L蔵ぜしむJ(原漢文)と詳述しである白

徳川家康は三万ケ原合戦で井楼にのぼっているし( r-東遷基莱」三)、島原の舌しでも井楼が攻城用

Vとつかわれている(r-十時三弥介書上之写J改定史籍集覧第 16冊 271頁〉から、山鹿素行の記

述は倍ずべきであろう。

すでにむべてかいたように、前掲の井楼は攻城の場合急造した例だけであるが、域内にも井桁に組ん

だ櫓はあったであろう。〉関東地万の中世城郭について造詣の深い小室栄一教授によれば城の檎とし

荘 17
て九例をあげているが 、すべて櫓のゐりそうな場所を想定しての ζとでめるので、橋そのものの穴

きさり寸法はのべてお=らない。であるから、金沢柵跡の通称本丸で発見された遺跡は稀有な例といわ

ねばならない。
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2 北の丸地区

本丸の北方K北の丸があるo 北の丸の中央平担地とその北側杉林と東南部との三カ所の発掘を昭和

4 0年度に沿こない、建物一棟、推定門跡を倹出した。

まま

中央平担地で倹出した建物跡は約 48度 30分東偏し、南北棟五間x東西三間で東面K緑地ミ廟かと

ま

考えられる束柱穴があった白北面と西国との一部(!(張出し部がある。柱間は母屋桁行 1メートノレ 76 

まま

センチ C6尺)等間占梁行 2メートル 1。セY ナ(7尺)等間で、そのうちの東端一品の高尺が 1メ

f 

ートノレ 76センテ(6尺)、北面の張出し間尺が1メートル 52センチ(5尺)、西宙の張出し!奇尺

は Zメートノレ 10センチ(7尺)で、柱穴は母屋、束柱とも方 40センチほどである。柱穴は母屋内

にも存する設当南第一列の位置には認められなかった。 ζの建物跡に重複して他の建物遺構と考えら

れる柱穴があった。

建物遺構や伴出遺物、西の丸地毘の建吻遺構などからみて金沢柵K関連するものであるとみ左すと

とができる。

なゴ缶、建物跡、の倹出された平坦地北側に沿いて焼けた木炭層、焼米がみられた。従って慰却は一度

火災にかかれぞれを整理したものと考えられるq

また北の丸の東南よれ現在の標識石柱近くに門跡と思われる土壌を発見した。 ζれは北の丸D建

物跡よ D約 8メートノレ 50センチ南方にある。

3 西の丸地区

J 本丸の西万にあたるとの地区は、軟質凝灰岩を削平して造成した平坦面が、中央の撃をはさんで西

むしゃ先主b やすもと d 

南、東北のこ区V亡大別され、西南部は武者溜、東南部は安本館という名称でよばれている。武者溜(

A.. Bニカ所)、安本館(c )、撃の発掘は昭和 41年度(!(:l:，.乙左われ、その結果建物三棟、楠1条

、溝 2条、翌 1カ所を検出した。遺構の大部分は金沢柵K関連するものであることは遺構自体の性格

や伴出遺物によっても明瞭である。遺構の主体を在すものは建物跡で、方位は多少異なるが、崖線方

向と合致しておサ、その規模も類似しているo 明瞭なものだけでも三棟倹出された。これらの建物は

軟質凝灰岩の岩盤に掘立柱式の穴を穿ってで‘ある口 15センチ内外の表土を除去すると容易K柱穴を

発見するととができるのであるが、杉を植林しているため作業は疎外された。場所Kよっては柱穴が

何重にも重複しているが、 ζれは同一地域V亡時期を呉Kして造営されたためである。とれは当地区の

み左らず金沢柵跡全域K共通していえる ζ とである。

ζ くし〆

な台、乙れらの建物跡、K酷似した遺構があるロそれは平泉町む判官館(高館〉や中尊寺関山亭建設

註 18
予定地を調査したさい、検出された掘立柱の建物をあげるととができるととを付記しでかく。

以下、地区別(!(個々の遺構と、その配置について項を改めて記す。

-10-:-



A地区〈第虫 1 O. 1 1. 1 2.図)

武者溜のほぼ中央部から一棟の建吻跡、が倹出された。万位は約 38度東偏しているが、南北棟五

ま

品 x東西三問、四面広縁あるいは隔をめぐらしたと考えられる束柱穴がある。母屋む柱品は桁行

まま

梁行とも 2メート Jレ12センチ(7尺)等問、束柱の問は 1メートノレ 36センナ(ヰ尺5寸〉で

ある円母屋の柱穴は万 50センチ、深さ 50センチほどで母屋内にも柱穴は存在していた。東柱，

穴は万 30センチ、深さ 30セY チであるn 植林した杉のため一部未発掘に在ったととろもある'

いとの建物跡K重複している他の建物遺構の柱穴もあったn

また建物の西側束柱筋より 3メートノレ 20--....30センテ西万のととろに上幅 20センテ、深さ 1

0センチほどで南北に走る浅い棒とそり内(東)側K小柱列があるo 溝よ.91メートノレほどで崖

線に達するから、 ζれは建物を守る簡単な柵と、その外側VL付設された雨落溝であろう。

B地区(第虫 1 O. 1 1. 1 3.図)

A地症の建物から 10メートノレほど‘南にも鰹i討が一棟検出された口これは 33度 30分東偏し、

まま ま

東西棟5間×南北三問、ー四面広縁あるいは府と思われる束柱穴がある。柱同は母屋桁行2メート

ま ま

ノレ 12センチ(7尺)等問、梁行中央の問が 2メートノレ 58センテ(8尺 5寸)、他は 2メート

ま

ノレ 12センチ(7尺)である。東柱の間は 1メートノレ 36センチ(4尺 5寸)である。母屋の柱

穴は方 40センチ、深さ 30センチほどで、母屋内にも柱穴はあるが、万 25センチ、深さ 20 

センチと小さくなっている口束柱穴は万 25センチ、深さ 20センチでるるロこの建物も植林し

た杉のため未発掘に終った部分もめる。また、この建物跡と重複して他の建物遺構の柱穴も発掘

された。

C地区〈第虫 1 O. 1 4. 1 5.図)

安本館むほほ中央部より A地区で倹出された建物と同→見模の平面をもった掘立柱式の建陶跡が

主主 主

検出された。即ち南北棟5間×東西 5問、 4面縁か廟付の建物で、母屋の柱問は桁行、梁行とも

まっかばしら ま

に2メートノレ 12センチ(7尺)等問、束柱 の問は 1メートノレ 36センテ(4尺 5寸〉である。

母屋のうちにも柱穴がある。母屋の柱穴は万 50.......6 0センチ、深さ 70センチほどであ D、来

柱穴は万 30セYチ、深さ 30センチほど司である。この建物も植林した杉のため未発掘に終った

部分もある。

また ζの建物と重複して他の建物遺構の柱穴もあった由

また建物む西{関東柱筋よ.92メートノレ 40センチ西万のととるに上幅15センチ、深さ 28セン

チほどで南北K走る浅い棒があった。溝ーよ.91メートノレ 20--....30センチで崖線民連するのであ

るから、との溝も A地区で検出された溝と同様なものであると考えられる。

聖跡(第虫 1 O. 1 6 ) 

武者j留と安本館とに区分Lている整の発掘による断面形状は U字形をした鍋底状の陸で、水濠で
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は設い。上幅約?メートノレ、最深部で約 3メートノレ 40センチ、造成時期を判断すべき伴出遺物は

皆無n ただし、その形状は厚手川柵(寝間市関川字権現坂の天昌寺西側)の陸の形状や、同じ安倍氏

うとう 註 19
時代の柵跡と考定されている菩知，鳥館(岩手県紫波郡紫波町・了 の濠跡の断面形状と酷似しているn

4 出土遺物

本丸出土遺物

本丸南部の地表Vて近く第 3トν Yチの補色土層中よ b中国古陶磁の青磁、及び黄瀬戸の細片、又地

表よ.t2 0センテ位の禍色土中工夕、外壁K叩き自があり、内壁K渦文在い後期の須患器小片、又須

恵、器の片口鉢の注口部も出土した。

小鉄塊ゃくさ¥万子残片も北部の第二倍以下から現し、又南部の第 3トvンチを中地表よタ約1.5 

メートノレの所から石製片口手私 (口径、長径五 2. .2. 短径、 2 8. 2センチ、高さ 15センチ器厚

さ4""'1センチ)及び焼木、木炭木片、木箸等が多数が発見された。又同じト νンチ内(層位不明〉

よb赤塗漆拶初:発見された口この椀は糸底(/[4ツ呂、鱗文の如き文が金泥Kて画かれている。多分鎌

倉以降のものと思われるo _' (口径 13.8センナ、高さ 4.8センチ〉

北の丸出土遺物

北の丸は建築土止の柱穴のある平坦面Kは遺物は発見されず、北側縁辺の杉林中から焼木片や木炭の

細片、焼米等が地表下 1メートノレ程の黒褐色土から発見された。との遺物は以前K基盤層を覆うてい

た層の土壌中のものと思われる。
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四考察

いままでのところ、金沢柵の撰定地K関しては全〈異説はなく、すべて横手市金沢町地内の前掲丘陵

とされている。乙の丘陵は前述のどとく北高約 90メートノレの高峻在地形で司ある。文献史料にみえてい

る金沢柵は、はたして、 ζのようま急涯高峻な立地条件にあったのであろうか。

後三年の役を記しである文献ならば「秋田県史Jの資料古代中世編にあげであるように「源平盛衰記J

、 f保元物語」などを始めとして、 「大日本史料J第三編之ー(大正 15年 6月)寛治元年 12月 26 

日条にみえている f百練抄J、 「本朝世紀J、 「中右記J、 「吾妻鏡J、 「古今著間集J九武勇条、 「

今昔物語J2 5など左ど、か左 Dある。しかし、後 3年の役そのもりの経過をのべることを主眼とした

もっともまとまった文献史料ということになると、それは「央州後三年記Jであれ 「英州後三年記J

の関文部分を補っている「康富記」である。

したがって金沢柵は、どんなような地形に立地していたの語、この点を推測できる文献も「奥州後三

年記jを措いてイ告にはないむである。

とζろが、と ζで問題として危換される ζ とは、 「奥州後三年記」は役終了後約 26 0年も経過して

証 20
からの著作であるということである。 であるから記事をそのまま信じていいのであろうかという一抹

の不安をいだかれるのも、当然左 ζとであるむしかし、ぞれにもかかわらず、この点にヲいては既K別
荘 21

稿陀砕いてのべて沿いたように 内容的には信二f@度がひじよう陀高い貴重左文献であるから、しばらく

「奥州後三年記」について、同蓄にみえる金沢柵の立地をみること托する。

武衝が家衝に金沢柵にたて ζ もるべき ζ とを進言して「金沢の柵という所あ.lJo それは ζれ(沼柵のご

とと〉にはまさDたるところ攻 !?Jと説いているところをみると一家衝の居館沼柵よ Dは実戦上すぐれ

ている柵であった。家衝は周知のように清原氏の嫡系武貞の実子である。武貞のあとを正嫡として継承

したのは真衝であるが、家衝は真衝の同父呉母弟にあたるから、正嫡にはなよばないとしても、問族問

にかいては正嫡につく・権威者であったはずである。血脈的にみて、そういうとと Kなる。このような家〆

衝のいる沼柵よ Dも金沢柵は実戦的にはすぐれているというのである。そして、事実上最後の決戦場と

なったのであった白

金沢ヰi脚Z沼柵に「まさbたるところjであったというのは、いかなることか口沼柵跡の擬定地として

荘 22
はいま大曲市の藤木四コ宮と平鹿郡沼館の 2説があるが、未調査のため明白ではない白 それで推定の

範囲にとどまるが、沼柵という文字からうける印象では平地語、もしくは平地性の丘陵かに立地してい

た居住性の強い柵であったのではないか。そうであるとすれば、前述したような権威筋む家衝の居館に

ふさわしいととでもある。

たレtま
喜田貞吉によヲて提唱された沼柵擬定地藤木四二館は「仙北郡藤木村大字大保部落の東北、水田の中

にある白(中略〉此の四二館む如き低湿の平地に在るものを自分は未だ知らねJとのべられであるほど
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在 23
の低混地であるロ もう一つの擬定地となっている平鹿郡沼館にしても「輩、濠の土止は水田と化い大い

註 24
If[原形を損じて しまうような平地性立地の場所であるロ

とれにくらべれば、金沢柵目、勝敗の命運をかけた決戦拠点7とるにふさわしい実戦向きむ柵であったこ

とが「まざりたると ζるjであったのである。であるから、義家軍が「ちからをつくして、せめたたか

ふといへどい城舟つべきようなしJであった。その理由を、 「奥州後三年記」はすぐ筆をつづけて「

岸たかくして壁むそばだてるがどとしjと記しである口

「遠きものをは、矢をもってとれを射、近きものをば石弓をはずして是をうつjとものべている。 r遠きも

のをは、云々 jという表現は、戦闘状況を記述す.る際の常套的用字法であるといってしまえば、それもそ

うであるが、 「近きものをは、石弓をはづして是をうつ」ためには、綬傾斜の静では射程距離がのびると

とl疋なるので不利とたる。かなり急、峻左母であれば、それだけ交果的である。義家軍If[::l公いても「きは

なきつはものJと評されていた伴次郎兼伏助兼が「岸近くせめよぜJ勇戦した挿話Vても急l峻な埠であ

ったととをしむぶことができるロ

そういった急涯をもってめぐらされているむ7仇との楠であった。
;l!-Y 

征軍の持久包囲戦にたえかねて、金沢柵は食糧欠乏に苦しみ「まづ下女小童部在ど、城戸をひらきて出

来る。軍兵(義家万の)共み左道をあけて ζれを通しゃる口是を見てよろとびて、〈柵内から)又治ほ

" "。
くむらがDくだるJ乙とと在った。乙 ζVていう「くだるJとは、降参して敵Vてくだるの意味にもとれる

きど

いまた楠中む高所から城戸を出て平地民会りてきたという意味Vても解釈できるので、いずれとも決定

しかねるのであるが、 「央州後三拝記JIf[は、明らかIf[後者む意味に解釈しまければ文意が通じをい表

現がある。柵はかなb高l峻な立地条件を具備していたととの証拠になると思うので、次Vて掲げる。
つれ

金沢柵の攻防戦が穆着化したときのととである白武衝は義家Vて(吏をつかわし「たたかひやめられて徒

づれ

然かぎDなしJ0 それで両軍から「撃手J1人づっそ出して「めしあはせ、たがひに徒然をなぐさめら

t主'屯

才L侍るべきかJといってやる白結局、武衝万からは亀I欠という武者、義家方から舎人鬼武という武者が

出あって「うちあふJとと Kなる。 ζのとき「亀次、城む中よりたりくだるJとある口城の中工り出で

きたると記していない。南武者の戦うのを「両方の草、自もたたかずとれを見るj うちに、亀次が負け

る。義家万の兵は亀次が首をとらんJとして出てくるし、武衛方の兵は「亀次が首をとられじとJ柵か

あまた 。
ら出てきて「両方みだれまじりて大き Kたたかふ。 Jそして「将軍(義家〉のつはもむ数多して、城よ

。o " 

P下ると ζ ろのフはものととどとくうちとりめ。 Jという ζ とになる。と ζUていう「城より下るJとか

さきの「亀次、城の中より沿Dくだるjとかいうのは、降参の意味で‘はないロ城から出てきて戦闘をし

た ζ とである。それが f城より下るJと表現されているという ζ とは、との柵の高峻左立地条件を意味

しているのである。

まえにみてきたよう V亡、急涯をもってめぐらされている高峻?を立地条件、とういった条件をいまの金

沢楠跡にみることができる。
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なおよ柵内の建物としては、 「やぐらJと城戸がみえている。
ほった

金沢柵が秋田県仙北郡仙北村所在の払田柵のように外相lltを延々とめぐらしであるような禍であヲたと

するならば、義家は「ちからをつくして、ぜめたたかふといへども、城ゴ討つべきやうなし」などという

苦戦をしなかヲたであろう口

なぜならば義家は 24才のとき、父頼義氏従って、こういった外柵をもっ柵の攻略万法をすでに経験し

ていたからである。安倍氏最後の拠点厨川柵は「河岸三丈有余、壁立して途左しo ぞむうちに柵を築き

刀ずと
てみずから囲うすjる立地と外相をもった相であっiた。 発掘調査の結果、まさKそむような柵であ

った(板橋源、 「厨川柵擬定地盛岡市権現坂発掘概報j岩手大学学芸学部研究年報第 14巻、昭和 34 

年。)頼義がこれを容易に攻略する ζ とができたのは、つぎりような万法であった。 r村落に入Dて屋

こほ

舎を壊ち1運び、これを城、遣に填め、また人ごとに萱草を苅D乙れを河岸vc積」み火をかけた口 「ζれよ

りさ宮、官軍の射ると ζ ろの矢、禍苗の楼頭V亡立つ ζ とな沿蓑毛のごとくJであったので「飛焔、風にし

たがって矢白羽にヲ〈、楼櫓屋舎-a寺vc.:火起iJJ落城する。 r陸奥話記JVCよれば、乙むような攻撃法

のはじまったのは[九月十七日の未時J(康平5年)とあるので午後 2時頃であって、その日のうちに

臨落しているから、ま乙とに迅速有効な攻略革法であったといわなければ左らない白こういった攻略法

ならば、わが国の武人たちの間にはよく知れわたっていたものらしいロブヱノレナ/'t グレ/イロが慶長5

年 (1600)の関ケ原合戦について、同年の年報にまとめ ていると ζ ろによればこうである。

「内府(家康)万む城伏見城を奉行たもの革が攻めると吾、城の周囲の立派な家々を取崩し外濠を埋め

最初の外郭をとると、内部の城C周囲に材木を積み火をかけたJ( r日本歴史J1 0 0母 41頁。昭和

き1年 10月号〉口父頼義氏教わるまでも左〈、義家ほどの歴戦C武将ならば、ぞれぐらいの攻略法は

心得ていたはずでゐろうし、心得て沿Pながらもな沿かつ「ちからをつくして、ぜめたたかふといへど

もJ陥落-!:!:寸二ついに長期持久戦となった金沢明ffrは、払白羽詰や厨J11硝などとはまったく具ヲた急、涯高峻

な立地条件をもつもりでめったとみなければ理解できない乙とでるる。
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1. 乙む丘陵上にいくつかの平坦面がめり、それぞれ本丸、二の丸、北の丸、西の丸というようを名

称で呼ばれている口こういった名称は前九年の役や後三年の役の閣にはまだ城柵Vとはなかったので

ゐるから、いずれは後世bζ 左ヲてから世人が便宜的に付与した名称であろうが、現在この丸と称さ

れている民上平坦面K八rlJ番神社がある。国道 1:3号線から八幡神社{吃いたる参道入口の鳥居のすぐ

南VC8 0.2 5メートルの水準点がある白とれを基準として本丸Vζ ある伊藤耕絵翁碑台石まで高度を

計測した結果 17 1. 9 2メートノレあったから、本丸の北高は約 91メートノレという乙と lそなる口

2. r秋田叢書」第 1，0巻 310""-'312頁口

Lo 清原朝臣武街家衝古城蹟方角及間数

。 本麻呂 八幡宮の本社よ D辰巳ノ方V亡中ノレ。其!日遮東西四拾間余れ南北三拾間余地口

。 二ノ麻呂 東西八拾間余、南北四拾間余地。

。 北ノ麻呂拾五間四万余

。 西ノ麻呂 安本館といふ、東西三拾閉斗、南北百間斗。
治サ2あらひ ましみず

。 金海水 妙美井也、本丸の東の沢中也、金洗ひ沢といふ口いにしへは朝夕城中V亡ての要
は4劫ゆ

水在 Dしといへり 。むかしそ乙陀て砂金を酒 iひし地V亡て、金濯沢てふ事の省て

て金沢といふ名乙そ負つれ。一間四万の岩、骨k也

。 追手口 栗谷川む橋ょ P御本社までの問ダ六町余夕、道広一丈斗り也。

。 揚手口 n御本社より寅卯の間VとあたれkJo

。 古城巡Dは五拾町斗也。

(ママ)
。 権五郎景正高名塚 ー坤ノ坊 V亡在九往復ノ道の傍也ロ大杉一樹あれ宝暦の七百までは

松も生ひたりしと記録v-c見えたDロ

。 厨川 成刻の万神阪の下夕、往還の街中V亡橋あれ景正が故事は人み左知れり。此川
かじかすがめ

の~IÞiは砂也といふ、片自何{といふ(下略)

。 陣館 百名前城といふ、往復の惜の傍V亡在れ旧蹟東西三拾間余り、南北七拾間余りで

也。義家陣営の跡、也といへi?0 Jと詳記されている口因f亡、片日開{陀つhては

未広恭雄氏の「魚と伝説J(昭和 40年干Ij、新潮社〉を参照されたい。

3. 昭和 4年 8月の刊本下巻ヲノ 46真。

4. 講談社本、志 12ノ283頁。

5. 出羽国部 17了ウ。

6. たとへば吉田東伍の大著「大日本地名辞書J(4564頁)、岡部精ーの「前九年役と後三年役J

( r奥羽沿革史論」所収 226"'8頁。大正 5年〉、藤原相之助の「日本先住民族史J( 349頁白
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大正5年〉、大森金五郎の「武家時代の研究J(第一巻 286頁。ブd三126:f三)など口

ス 本丸跡にある「南山戎谷君寿蔵碑Jvcよれば、名は亀吉、閉山はすである。鹿ffi2年 10月 18 

日南秋田郡土i崎湊Vζ生れ7山本姓高橋氏、戎谷家を継ぐ。明治 1少年から金沢町vc住み「人とな.!J1

情淡寡欲(中略〉、人<09て請えば員Ijち楽しんで社(板橋言、八幡神社のこと)の来歴沿よび後三

年役の古蹟を説き、令百稀をすぎてもいまだかつて倦まざるな 9J (1京漢文)とるる。

昭和 13年 5月の建碑。

間UJの「金沢考古一斑J筆書本一巻は八q唾神社広所蔵されてるる。これには「大正庚甲(9年〉

夏日於古金城頭草堂、耕絵藤純識」という識語がある。

8. 本丸跡にある昭和5年 5月26日の建碑によれば翁は金沢の人で、 「創設愈沢公園、改修八幡社

殿、発揚後三遺蹟、以所著史巻碑補国史之蹴漏、迎貴人高士、帰為東道、交士広四万多知己Jとあ

る口ここにいう。 I所若史巻」といってるのは翁の「後三年戦蹟志」、 f金沢史叢Jなどのことで

ある。前蓄は大正 6年 8月2日の初版で、 ζ のときの書名は「後三年戦蹟詰Jとなっているが、そ

の後、版を重ね、昭和 5年 6月の話回版では書名は「改訂後三年戦蹟，志Jとなっている白

後者の「金沢史叢」はまだ公刊されていない。稿本二部むうち一部は金沢八I1峰神社氏、他の一部は

横手市立図書館に保管さ礼である。図書館所蔵本には「ま支歳昭和己己(4年である)、予偶古稀及

巻成Jという自序がある口八幡神社所蔵本はご1扶になっていて第一映は七巻、弟二!扶は十巻、計寸

七巻でいずれも戎谷南山が大正 5年から問 12年にわたヲて筆写したものであるロ

虫 河出書房「日本歴史大辞典」第四会:3 1 9真。金沢有印兵、被碕源執筆、昭和 31年。

10. 白雑の略地図と信婦の見取閣はすでに深沢多市の報告蓄に収めら乱発表されてあるむで本稿にな

いては省略することにした口

さて、白維とはいかなる人物でゐるのか、いまのところ未詳であるが、伊藤直純翁の「金沢史叢J

1 3所収の「金沢古城図之間数調Jという項VCI盆沢古城図は寛取三年亥歳二月四日、信的先生石

)11、妹尾、山崎三氏と与に実地を踏査して描く所のものなれ図面は堅四尺二寸、横三尺コナの紙

V亡彩色を施したるものな 90 (中略〉此図は八11晶子申社ーの鳥居を起点とし、磁石を用て突損1]したる

ものの如しJと解説しである。翁はさらに筆をすすめて

「但、信婦は何礼白人にして如何なる人在るにや、余末だ之を知らざるを遺憾とす、唯石川、妹尾、

山崎等の人々横手在住の旧藩士VC(て脱カ〉其後詰猶存するを知る、察するK信却も亦横干の士な

るべき子、耕徐識J

と特記している。しかし、三浦庄三氏の f古今秋田英名録J(昭和 13年 1月 10日発行、秋田市

茶町扇ノ了〉には、

「信朗〔草学〕佐藤氏、湯沢の入、幼名信浮、要人と称し後、存兵衛と改む。

草学を梅津忠致医学び城取法皆伝免許を愛〈口佐竹義明、義敦、義和の三公vc仕へ阿仁銅山万たタ

ーザー



寛揺元年 4月 16日生、寛政 13年 2月 13日夜すロ

年 54J (上巻 12 6頁)とみえている口

11. 赤川菊村編輯「萩沢歳時記Jロ昭和 17年刊行口非売品q

12. 後 5年史蹟顕彰会所蔵、横手市金沢支所保管口 16 0 0分の 1の地図(f[その出土地点を明示して

J 守

的 心。

13. 未刊であるが横手市金沢支所に寄託保管口

14. ~忠丹;城跡VCI己主いて柵列線(f[沿った櫓は今までと ζろ七基発見されてなるが、柵列をはさんで内側

vr三本、外f則氏も三本の太い掘立式柱脚をもつものだけである。

四隅だけに一本づっ計四本の太い掘立式柱開]をもった金沢柵跡本丸のこの遺構とは異っている。

詳細については「認丹城跡発掘略報~岩手県紫波郡矢巾村徳田所在jの昭和 40年度内仔と昭和

4 1年度分を参照されたい。

15. 卒時む間K管見V亡入ったものを列記すれば、いずれも中世以降のものであるが「築城記J(作

者、成立年代ともに未詳、しかし「右此一巻者、朝倉殿家中窪田三郎兵衛尉、無隠依為射手、従，朝

倉段古窪万被相伝之(中略入手時永誠八(1 565 ) 1 0月27、河村入道誓真(花押 )Jとあ

るので室町中期ないし末期のもの也新校群書類従、武家部第 18巻所収入「藤葉栄衰記J(作者

、成立年代ともに未詳であるが、室町末期から戦国期の関東、央羽地方の藤

原氏末葉の諸豪族の栄衰を記しである口続群書類従の合戦部、改定史籍集賢第 14所収入 「永享

記J(作者、成立年代ともに未詳であるが、永享 8年、 14 3 6年から約半世紀にわたる関東地方

む争乱を記している口改定史結集覧第 12、群書類従第 20巻上合戦部所収 )0 r能島家伝JJ_)物

見棲楼の事条(作者、成立年代ともに未詳であるば、海事史料叢書第 12巻所収)0 r長沢九郎兵

衛問菩J(英吾vri右大阪陣之儀、又者世間之取沙汰長沢九郎兵衛、後藤又兵衛に属し致見向処之

物語……・・元秘 15 壬午歳1月日写之畢Jとあるので、かかよその成立年代を推知できる。改定

史結集覧第 16 i問所収〉ロ I1十時三弥介書上之写J(作者、成立年代ともに未詳であるが、島原

の乱について記したものロ改定史結集覧第 16冊所収〉ロ 「東遷基業Jの三万ケ原合戦の事条(享

保 176:j三、 1732年に水戸藩土佐久間健(高常〉の著作)。東大史料編纂所、上野間書館所蔵の

写本。古事類苑兵部 673頁所収)口 「武教全書J(山鹿素行の著。岩波書眉の山鹿素行全集所収

〉。ぞの他。

16. 諸橋轍次編「ブミ漢和辞典j第一巻Ji2.. 0頁。

1ス (1 ) 内育烏城跡(埼玉県比企郡唐子村大字石橋〉

(2) 三ツ木城跡、(同県北足立郡ヰ南川町大字川田谷〉

(3) 久喜館跡(同県南埼玉郡久喜町大字北方字馬場〉

(4) 天神山城跡(同県秩父郡野上町岩田〉
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伝) 伊奈熊蔵陣屋跡、(同県北足立郡伊奈村大字小室宇丸山丸の内)

(6) 央沢館跡(東京都世田谷区玉川英沢町三丁目〉

(7) 複下城跡(横浜市港北区三保町〉

(8) 小机城跡(同市同区小机町)

(9) 茅ケ塁館跡(同市同区茅ケ崎町城山〉

(以上「中世城郭の研究」による口)

18. 板橋源、佐々木博康、英州平泉高館、岩手大学教育学部年報第 26巻、昭和 41年 12月、平泉

遺跡調査会、中尊寺第二期弟ー二次発掘略報告、昭和 40年 4月

1虫 紫波町教育委員会、岩手県紫波町善知鳥館調歪報告書智昭和 39年 12月

20. r央州後三年記Jについての解題はすでに諸先学によってなされているので、ここには省略し、

論文名だけを列記する白

(イ) 和田英松「前九年後三坪合戦絵巻考J、歴史地理 18ノ6白伺氏([)r国史国文の研究」にも所i

収。

(ロ) 三浦周行「後三年役に関する新研究」、史学雑誌 22ノ 10 

付 花見朔己「解題J、新校群書類従第 16巻所載。

同 板橋源「央州後三年記考」、奥羽史談 4ノ1、昭和 28年。

21 板橋源「文献史料にみえる金沢柵C立地条件と義家、家街」、出羽路第 31母、昭和 41!平 10 

月。

近刊の「秋田県史」も沼糊の擬定地として「平鹿郡沼館とも又同郡藤木付とも云うJ(第 1巻 32 

5頁〉とこ説をあげている白

22. 喜田貞吉「仙北藤木四十三宮町、秋田史壇話一輯、昭和 8年。

23. 同前

24. 同前

…21-
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第 2図 金沢柵跡近傍地形o(34卦の 1) 
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第 5図 北の丸地区実測凶(
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.' 

第 8図 西の丸地区実誤IJ図(富樫泰時・藤村貢担当)

A、 B、 CはそれぞれJの建物の母屋位置を示す。
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第10園 西の丸A. B地区実測図(佐々木博康・木村幸治担当)
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第13図 西の丸C地区実測図(富樫泰時担当)
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あ と t;;' き

この はも序にも記したとなり中間的なものであるが、年度末のど多忙のとき、

生、奈良先生、佐々木先生がかまとめになったものでありも編集子としては、

写真、図版をもっと に入れて干1]行したかったがもいろいろ左事情でとの工うに左

りました。

手市の関係者の熱意によ D第三次まで発掘調査が行なわれたが、今後さらにとの

遺跡が究明されも近い将来報告書が集大成されるととを期待するものであタ合す。

昭和 42年 3月

社会教育課

加賀谷 辰 雄

古川欣
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